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あ郷こ？照雛雛鰭顕激犠轟3、
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済て0）個き　実可石菟疋退つ高四つ　実と十失
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か　鈍の質年マ得にし四し五質に　年率で六春
ん

が

み

政
府

宝伸減もイのよな年て十マ第全一はあ・闘
藤劣奪講鮮講報薯鷺奎ξ擁
イ青じなイ 6少＿ヒ五実費五二油世め年と五1デ
勢てつナ六に昇十質の十・危帯てマも十率

のて下
水はで
準rはは真あ
堅につ
持救た
す済が
るを　’

一必生
と要活

と保　の抑般的に一1い課安不公　適つ安とては
す護こも柔会経も増て題定健債一切計定’経’
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表1 賃金の動き

　事業所企模30人以L（現金給1｝総額〉

さ財のよ予国し総十慮族た態つ引準い
ら政とう算のた額七が介ほにたきにう
に状なに額一と一年さ護か対男上つ臨
は況つ生の般こ兆度れ料’応女げい調
生のて活一会ろ四のたの重し格をて第
活もお保一言十で五生と｛弄度て差女台は一

取い算はい％のの予のメ度縮女の占生
低るが膨る、予水算結細障小の懸ひ活
限こ厳大。厚算準額果か害を消案二保
やとしなこ生額には’な者図費で％護
恩、いもの省は達’五配家つ実あの基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ててい護しなけこ判てこ議給
表2　消費支出の増加率　　　　　　　　　　　　霧客あ嵩歳ぞ窪嘉姦藩轟曾箸

開き消き被費改る準民　（2）縮五さの働労らての　IDすが資す　　　く者保
始続費て保の定りの間一　小年れ消者者みど生毎　る有料る・健生必の護

馨齢輕離驚鯵峯轄難霧譲懇縮藤箋聲難
以ナ伸考の傾保助況員σ）等つ九年格日常表にが準世あにそ護化護る面実
来スびえ消向し基をの生のあ・当差雇用4な一改帯る機のの的のりに施
初ではら費にて準比賃1舌比る一・時は
めあ五れ支対おの較上水較
てり一i’る出∬隊り改しげ準

爺肇墾鎌麟1曽
粟後五てを　がはがとの
講宍姦攣雇讐表罐
つ調年肚さ世会L5扶と
て査と帯せ帯の回で助な
いが引のてと消るあ棊る

　　　　　でつ般定の
P％の’内日あた世に生
と五格職雇るの帯よ活
年○差世世。かのつ水
毎・縮帯帯東を生て準
に二小））京実活’
そ％方のと都態水被
のか式一被の生準保
格らが人保一・・計に護
差五採嶺護般上対世
は十用り労勤かし拮昔

9能内水な水
し容準最準
てをに低
い常つ限
るにい度
か検ての
否証は生
かし’活
を’各を
把制種保
握度の障

もに
細努
心め
のる
配と
慮と
をも
払に
つ被
て保
い護

表3　生活保護費と国の予算の年次推移
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表4　一般勤労者世帯と被保護労働者世帯の消費格差

（東京部／人当り）

一般勤労A 被保護労働B 格　　差B／A
35年度 9，039円 3，437円 38．0％

40
14，636 7，351 50．2

45 24，639 12，648 51．3
50

49，071 28，421 57．9
51

55，953 31，934 57，更

52
58，259 34，054 58．5

53
63，535 37，390 、58．8

54
66，386 39，089 58．9

55 71530 42274
59王

てが消て　て入然得る
最表費い次いを義税。
近6支るにる大務やま
ので出政娠と幅的社た
数あの府活いにに会’
年る見経扶う、．ヒ支保一
間　　q　通　済　工功　耳犬　匡q　出　障　ヲ投

を見し兄基況りす費勤
と通と通準に可る等労
つし実し改あ処経の者
てと績に定る分費消世
み実のお率P所の費帯
る績推けの　得伸支の
との移る塾　 をび出場
’差を民礎　低率以合
実にみ間と　下が外は
績つた最な　さ実の、
がいの終つ　せ収当所

表5　生活扶助基準改定率と賃金上昇率

春 闘 国　家 消費者 生沽扶

大企業 中小企業 公務員 物　価 助基雛

5G年度 13．1％ 14．1％ 13．3％ 10．4％ 16．5％

51 8．8 9．7 8．8 9．4 12．0
52 8．8 9．4 8．7 6．7 12．8
53

5．9 6．4 5．6 3．4 10．6
54

6．0 6．5 6．0 4．8 8．3

55 6．9 7．4 6．8 7．8 8．6

56
7．7 7．9 7．4

（見込み）

4．5 8．7

つ、、れ．生　　　 もカご見

い乾菟活前各のさ通
て　保述扶と吃し扶以そ護の助みに産
助下の基よ　　ら異ド別こ概準う　基れ質圧
にれ要はな準る的つ
説らは全状の　。格て
明の表般況改　 差お

す改7的下定　 縮り
る定のにで　　　小結
　のとそ’　　　に果
　趣おの五　　　寄と
　旨り改十　　　与し
　　と定七　　　 して
　内なが年　　　てそ
　容つ行度　　　きの
　にてわの　　　た分

表6　民間最終消費支出の見通しと実績比較

児　通　し 実　　　績 差

51年度 13．7％ 13．1％ 0．6％

52
13．7 10．2 3．5

53
11．9 9．7 2．2

54
9．3 9．2 0．1

55
9．7 7．2 2．5

56
9．9

（見込み）

6．4 3．5

さ準き対向おこのにの活は
せ額上し等いと度あでを’生　生
る　を　げ標　を　て　と　合　た　あ　保　国　活　　5舌

た一を準総見し等つる障民保　　　　　　　　　　　　　扶
耀製離蕪鮭畜誘助第所た世にれ体慮一ろに康中基
一得・帯勘る的し般かあで心準
類世まに案民につ国らた文を
の帯たつし間はつ民’つ化な
改の’いて最政その五て的す
定消世て’終府の消十のな生
率費帯六五消経引費七碁最活
を実人。土費済上水年本低扶
碓景葬誌購虜謹助
四対のの度のし図向改るの基
％応基引に動にる上定も生準

中見類十の等し議る男①　　　表なき九帯　制六人と國％％乏りン帯と第
の具に二把の’会こ女男生男　8つ上七のこす人数とると’し’デにと二
概申お月輝特総焦との女活女の亀げ六基のる世世し改前二いかイつも類

窪鰯購膿薄難影騨1箪蝶臨課鰹
縫舞鵠嵩主蝶輩霜鶏轟厳携婁㌍茎i淫お謡酵
とのらたうで分年差に一
こ取rとな行科十はお類
ろ扱生こどつ会月なカ・σ）
でい活ろ男てに中いし男
あに扶で女い審央等い女
綜嚢鞍議魏魅意て準が費計を福見態つ
見一第昨実調依祉が的い
具意一年態査頼審あにて

小 る類八万十地いとは家の続七慮世が者が八
。型”穴にるそ五計処き％し帯大や四。
別三三年お
に六’度け
み九三のる
た円四一標
保の五三準
障増門万四
額額に四人
はと引’世

。の人の遇標’ては部彪人九
引世弾の準三単家分病未％
さ帯力充四人身計を障満の
τ悟鯵舗黙騰魏幅三富図帯六七力め等人を
を％むるを。。性ての数行
抑’多こ上四六がおハ世う
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表7　昭和57年度生活保護基準の改定

粥　　37　次
（56年4月1！の

第　　38　次
（57年4月1日） 摘　　　　　　　嬰

阿 円

1．生活扶⊥1カリー1』準

陛醐淑1の
11、1、ll宅〔1埋＋2類〉 ／標誰4人世帯ゴ1堅準額）

標・『．4ノ碓卜帯 134，976 143β45 1級地143，345r「】

121期宋・l、駄助費 2級地130，442
居　尾 10，230 10，780 3級地117，538
収　谷 3，660 3，860

〔収容保謝11餌「・〕

〔P救譲施［ 党 43，500 46，200

lm里ノ「施設 46，09D 48，950

肋I算
山妊撒 lトむ i算

妊娠6ウ月未満 6，870 7，240

妊娠6ヶ月以上 10，34D 10，900

産　重 l
6，380 6，720

12）老齢加η

70歳以ヒ 13，500 14，300

68匹陀以E、70歳朱満の病弱者 10，100 10，700

13冒1好・加隼； 17，60D 18，600
141「三［1 1 舳r1算

幅級炎（澱） 20，300 21，500

rl

戸』，等級表（3級） 13，500 14，300

重度障警者家族介護料 6，34D 6，660

重度障害者加算 9，250 10，000

重度障害渚他人介護料 32，100円以内 33，600円以内
〔51／1定…患者加算 9，960円 10，500円
161放射線障∫，1渚むrl算

　〔斐傷又は疾病の状態1＝
1脚内ある者 29，000 3玉，000

〔隻傷又は疾り アiの状態に

　該当しなくなつた者
14，500 15，500

171名ゴ・養育〃ri算 6，500 7，000

⑥ノ＼工栄養費 8，94G 9，42G

馴人院患者日用品費 17，310F似内 18，240円以内

1ゆ入学準備企
小学校 29，000円以内 30，000円以内
中学校 34，00D 35，000

2．教育扶助基準
小澤’1』 1，520円 1，590円 ◎基準額のほか、学校給食費、通学
中「ン』生 3，000 3，160 のための交通費、クラブ活動に要す

る用具類等については実費支給

◎学級費等については、特別基準に
より、小学生300円、中学生400円以
内の額を一般基準に上積みして支給

3．住宅扶助甚、野…

111家賃・聞代等 9，000円以内 9，000円以内

（2冒i…宅維拍費
般チ、に弓｛「i

75，000 75，000

4．医療扶助基準 ◎国民健康保険の診療方剣、診療報
酬の例による

5．16111麗扶助JElζ準

施設分娩 65レ000 67，000 ◎8日以内の実入院日数に要する必
届宅分娩 82，000 82，DOO 要最小限度の額を加算

6　’［．梁挟1助基準

m生業費 30，00D 30，000

12）技能修子Fl費 30，000 30，0DO

131就職支度費 20，000
207DOO

7．葬祭扶助纂準
大　人 97，000 97，000

小　人 77，60D 77，600

8，勤労控除等
11｝業種別基礎控除 ◎稼動日数が21日以上で一定額以ヒ

mび）職種（内職） 15，960 16，820 の収入を得ている場合は、収入に応
121の職種（日雇） 21，260 22，410 じて控除額を増額
⑥の職種〔土工） 26，760 28，210

12）特別擦除 108，goo円以内 114，800円以内

13）新焼就労控除 7，100円 7，100円

ゆ未成年者控除 9，400 9，900

〔51不安定就労控除 4，000 4，000

161実費倥除 実　費 冥　費 ◎社会保険料、組合費、通勤費等

（1級地）
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艮差縮のる十出男の全女　　　　　三　　　　　　　　　　　二
　の小平実隠額性生国のとに後応類　確女を被は活下の料般資
金二し均態釜はを活消消な対とじσ）以での上服女実しの費的料直
攣？繰譜撃δ誘雛ぞ騙緩滅鯉費糖繕囎磨
干四の八るの四〇相態態いる費正差こと支て理支変る支男かめ男
円oで五の九年と当調の蒐必笑をにとも出い寮出化。出性らて女
の歳あ％で○調し経査変　要態図っかこ総覧衛のか②にがの限の
縮の韓　％査た費報でヒ意がのるい曳の額輔匝女占女轄生
小場　度生程の場0）背嶺見あ変こて　傾は③費び　性め性討さ活
を合そを活度八合男に　具蒐化と速生向接総等が食のるを産れ実
図での九扶ま0の女よ総申　をとか活が近体で大料社食上行る態
差四難蝶雛瓢齢響霧繋糠三輩㍊畦舗
霧議勤魏繍繁鷺舞嘱魏感鷲響磯馨
と一大ま一てら費る労局る　そに態第　がば男に経やはる①のき
な程格で類い五支と者の男　れ今に一　明男性’費生低も食一る

る民生
ゆの活生
生の活
活保保
実障護
態を些
に行準
対うは
応こ、
さと国
せか民
るらの
必あ最

　　く低要ま隈
がで度
あ国の

控憐長労経びに
除格す意費稼伴
’形る欲に働つ
新態観を対者て
規等点促応と増
就にか進すし加
　　らしるてす労応設・とのる
控じけ被と体飲

てら保も裁食　　以異おて産　域度適道等　　き月o態る学
　れ護咲を物勤勤門　い改に出のに用府の僅そ上塾円を怨用教教

特要をの等お稼　 ら内娩てすにしのとに準に助　門九学学価に準
別の駒勤のよ働　　れかのきるつて特な設をつ基　 かQ校校上つ

たら場た費い引別つ定こい
。六合が用てき碁てさえて
　万の’のは上準おれるは
　七基五実’げのりた場’
　’準十態従ら限’特合家
　Q額七に来れ度五別は賃
　○が年対かた額十蒸別’
　〇六度応ら9が七準に間
　円万にし出　地年が都代

準 ら円の教昇い
三に場育’て
　’合費一は
一忠月の般’
六子額支世従
○校一出帯来
円の、額に圃
に場五のお様
弓1合　二　実　け　 、

る

表8　昭和57年度における生活保護法による保障額の具体的事例

標準4人世帯 母子3人世帯 老人2人世帯 老人単身世帯

35歳 男（日 雇〉
30歳女

30歳 女
9歳 男（小学生〉

72歳　男

70歳　男
9歳

4歳女

男（小学生）

4歳女
67歳　女

1級地 2級地 3級地1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地1級地2級地3級地

生副夫助基準 U3謀5円 130灘2円 117，538円 王08，鵬円 98溺0円 88，793円 85，570円 77，878円 7D，16s円 55，378円 50β97円 弧413円

老齢加算

一 ㎝
皿　㎜

㎜ 一 一
14－300 1‘130D 14，30D 14，300 1‘，300 14βoo

母子加算
｝

『　7　㎜

』
20，090 20，090 20，090

一　一 ㎜　■　皿

一
『　－　皿

一
皿　一　一

教育扶助基準 1－59D 1，59“ 1，590 1，590 1｝5go 1，590

一 一 ㎝ ㎜ 一 一
1主宅扶助基準 91DOO

9，00e 5，0DO 9｝00D 9，DOO
51DOD

9，00G 9，000 5，000 9，ODO 9，000 5，00D

碁礎控除 22｝410 22，410 21，060

『 一 一 ｝ 『 ｝ 一 ㎜ ㎜
合計 176，3‘5 153，442 145－188 138，963 129，22D 115，473 108，870 101，178 39，46a 78，678 73，697 64，713
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　　　　　　　　　　一っい　　　　九た年も　げ九に一の万職礎さ除

維能こく当”め力い上’とあ保
持力れ上の預妻てのた定資（る護
のそに積金金ない有フめ産表の基
たの対み額利どる無ロらの9で準
め他し所が息の。を1れ保）両と
にあ’得課（パこ判のた有　者の
活ら生と税約iの断年一状　の関
用ゆ活しの四トたし間定況　関係
しる保て対O収め課所のに　係に
さも護認象万入課税得非か　につ

生き月欲ら額
活上額のれ別
保げ奥助る基
護ら　長と礎
基鷲箸舞
準。O目にに
　　円的’つ
　　かと未い
　　らし成て

万のら六’万地度及
四控れ○日五のにび
’除菟円魔’事お実
八額　か　九務い費
○がまら農六員て控
0一た二業○’は除
円○特万等円内業等
に万別二のか職種が
引へ控’職ら等別適
上　除四種一の基用

　れ高活イ’準のうあいたこ学五に’で趣定最行活優ら
　てい難ギなの被こ裂が儀の奨倍つ敢本買め低腰が先に
　い状護リ陵み保と　必宅分励程いえ来　て限　営し民
　な態基そ　と護は標要扶は法度てて関目い度月めて法
　驚が準　外比世適準な助非にのは比係輿るの単な活上
　　みのス国較帯切的場峡課よ準生較な　も消位い用の
乏　　ら方ウですをでな合　税る要活すい仕の費のとし挾
　　れがエ唆べ対なもの借と給保保るも組で支短き’養
　　る課1　き象いのみ家さ付護護とのみあ出期咲そ義
　　力1税デ例でとこと給借れが世世しでを久を間　れ務
　　　最ンえあすとし付間て行帯帯てあ異　保ではでゃ
　　全低にば蒐るかてさでいわにの良乾に両障あじも億
　　く限おア　生灸一れ家るれ対一　　し者すつめな法

　　さり生’　基て扱で払ま　就丁助　ののをのを生を

表9　課税最低限と生活扶助基準の比較（夫婦子2人）

課　税　最 低　限 生　活　保 護基準（注2） 参 考

年 所　得　税

　（注1〉

住　民　税 生活扶助

（参考）

生活扶助＋住宅扶
助十教育扶助十期

CIA CIB
D／A D／B

A B C 末一時扶助　D
50

1，830，000円 1，309，000円 87“80円 975，740円 47．8％ 66．8％ 53．3％ 74．5％

51 1，830，000 1，418，0DO 989，220 1，094，330 54．1 69．8 57．8 77．2

52 2，015，000 1，418，000 1，113，190 1，254，050 55．2 78．5 62．2 88．4

53
2，015，000 1，490，000 1，237，120 1，392，770 61．4 83．0 69．1 93．5

54
2，015，000 1，584，000 1，346，030 1，505，120 66．8 85．0 74．7 95．0

55 2，015，000
1，584，000

（1，757，000）
1，460，560 1，623，060 72．5 （83．1） 80．5 （92．4〉

56
2，015，000

1，584，000

（1，885，000） 1，586，660 1，753，430 78．7 （84、字〉
87．0 （93，0）

57 2，015，0DO 一 1，694，520 1，864，5工0 84．1 一 92．5 一

注1） 他との比絞の六 め　1年繰り上げて》る　（） 内は特例‘’な低所侃者の非果税限』’額であり圧1）　他との比較のため・1甲繰り上けぐいる。（）内は特例的な低所得者の非、果税限度額であり
　これを超える者は、所定の方式により，，衆税最低限を超える部分について課税されることとなるもあである。

注2）　1級地、標準4人世帯の暦年額である。　（米f11補正を含み、［ 葛1，II，1拮置 一ll、覧金は除く。）

一8一



一に害　くのの　第介
環在者重解4引ま1護重一
と宅加度説の上た・料度

蓬彗v騨轟講障創度と者　　行度の給者筈1
設障い介　　つ障4す介者
さ害う護　　た害のる護加
れ者）加　　 。者⑥こ加算
たに1夷算　　桑家及と算の福対　（　　（宣）族びとと　改
祉す昭以　　別介㈲し重善
手る和〔　　表護）傷度
当福葦　　　第料　　障
に祉十r　　1の　（空対措年重　　　支　（琶）暑

応置十度　　2給　別他
すの月障　　章額　表人

障需額　すで介族及介　もきの族とき
薯翻餐碧讐纏鶏舗続腰麺あi！
加満囲でもこい料度　重あと需よめの　たと…）
算た内　のとう一障獄度蒐し要るて具福もしi！

給こな護ら本需）族他加　な保要あ容に免和i）
しと額料れ来要と介人算
なとがにた’に楼護介と
いな算つ。こ充　料護重
こる定い　れて家（料度
とた二さて　 らら族以L障
とめれは　とれ等下と害
し’必’　はるに’い者
た璽要一　調もよrう他
。度な定　整のる家）人

略く　　月保　il
しにな改一護第il

礪礪殿天i
　を字概ら施次1
　要句要適要生1》
　しの賎用領活il
　な整　さの保…1
耀魏諜il　思ととこ改劉
雛粧搬il

　るるでな行工巳鍵
　ももあつわとil
　ののるたれと1）
　は等。。’も婁
　省と　酬膿
　　　　　　　．）　　　　　けるii

障護でつをよ
害とあた一っ
者しるが義て
加てと’的満
算　 も　半』　主　｝二　た

を尊断と定さ
設重ししめれ
けす’てるる
たべそ家こべ

実
施
要
領
の
改
正

五＝
±1

年i

窮
蕪＿＿、、＿＿＿＿＿＿

家こと回のる的め
方突と1司、1生重1生、
介と様重質労格介
護し他度を作の護
料た人障異等他に
にも介害にに人あ
つの護者す対介た
いで料力口る応言隻る
てあと算もす料第

賎縁縁籠前　整族し族家へ
述　せ介て介族の
の　ず護整護の実

　併料理料介費　えらゆかのでな需すいら護　の誌　こる度上もと護も
ま給の』と誰補こられ＆の介のつ要るてれ需とで昭（とこ障閻拘す料併同
蔑す場　はにてのれるに形護在てによ犠て要こ参和なと屯害題わるが給構
　る合今そよんた蒐も生で需宅い充う　いにろ照五おしに者がら程福調に

のず人要重るてな在た充でさ十’たよ加あず度祉整考
へるのに度とら障宅福て’れ一こもつ算る’が手すえ
と“手充障これ害の祉ら制た年ののてのとそ高当べれ
位本をて害ろるの重手れ度い二間で’新考のいのきば
置人煩ら者でも程度当る創）月のあそ設え額者対も’
付”われにあの度障のも設
けのする対るとゆ害性の当
ら特よもす。いえ者格と時
れ別うのるつうにががし’
た需なか　ま考生”て家も要重ら蒙りえず介現位族
のに度’族’がる護在置等
と充障何斧今強特をに付の
考て害ら　まく別要おけ介

号経るのをらがを象の家
に緯
詳に
述つ
さい
れて
ては
い

る本

。実機れ福対者で族
質にた祉象よ凌）介
的両こ手とりる護
改者と当し介が料
菩をかとて言隻、に
を併らのいを家つ
図給、均る坐族い
るす重衡に要介て

も法服るはな類の　〈の基碁　　　にをと認なうで
のに類こ’ど’改被解⑥準準災一
でよのとほ大蚊定服説のに限害ぺ意分くにた族護回。

縫難1簿1〉塁響継鷺1灘
準額害直を’は時
じに時し図紙’扶
てつにをつお昨助
引いお要たむ年の
きてけし結？厚支
上のるな果　に給
げみ布い・家お基
縫麟本掃鑛
つ救・に年器布度
た助被あ度費団額

　　　　　　　　あ措らとあ以すよよ
留十な定っ家介今る置’のる来るつう

きいるのが適日は介大重加
上て布被あ正常’護幅度算
げ’団服
菟黍題等
　口　　の趨）雛肇
第法類口
6にののよ支
2る給

菟に生単料に障の
　な活に及改害改
　さや機び善者善
　れ介械他さ及に
　る護的人れびよ
　べのに介る介り
　さ実行護こ護’
　こ態う料とを在
　と等このと行宅

を家性がそこてに
す族質’のと実重
べのをこ支と質度
く愈異れ給し白勺障
額護にに額た磁害
のにすつをこ家者
引よるい据と族加
上るとてえか等算
げ重整も置らのと
を労理璽い昭介併
図作さ度て和護給
つ等れ障い五需す
たへた害た十要る
も必こ者も年にこ
の要と加の四対と
でなか算で月応に
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移酒要る倭　〈2移泊の家　　　分に　大よけ的の最がでる最ら額つ的
送会望問　い解の送研交族ア三留当こさつでなや低必　格低れのい最な
費のが題実わ説（71費修通のル　・意たのれてあ意り生要そ差生て需て低お

拡加かあお中　）象す人会又の　さ盗とるやの準慮あいにに生でたの範助
大す曳緊い患　 とるがのは支れ旦かもり生としる蒐つよ活あ場事囲に
する　　て者　　し場断活そ給な通曳のく活した程　いり扶る合由内つ
る場アそ最の
こ合ルのも処
とに中対』豆頁遇

儲曇驚に
たで等つめつ
もきカζ㌧、てし、

のる断ていて

勺合酒勲の範け達　柔り扶て’度すて年助力1ににでい
　の会に璽囲 れ第一考璽助設いのなの々基　対よ賄て
（宿の参応のば6時え幅基定わ期わ根改準一応りう犠

舞喬灘　皆瑠援齢穀鶴秘難箋騰

らをつ
従持な
来つ甲
の者で
生が’
き集 析

方り酒
を自会
反らの
省の意
す体義
る験は
とを　’

と発同

表種　あア押し治と期に者介慰肱を疋タ　の代研すの家と合カミう応　で
しのこ喬ルえかゆで間りはを状談が図　1酒で　修る交族この　）のこあ
な体の　中難しし容断患r行にに灸るそを害あに愈同通のろ交断及あ換
が験占　患宝なな易酒し飲つ応対　たの中予免つに一費みで通酒びるま

者　がいにして酒てじしアめ慨心防
の結灸疾再ておしいててルの要に対
継飲響贈麗鱗擁鷺賂
こし酒あるもそいこ病助者正ア事っ
とてへると一しけろ院言又飲ル業い
は入の皇い口てなで又をは酒中等て
周邊欲青気でこいあは行そ一患がは
知「堤求わ　ものと免断つのの者行精
のをはれい飲疾い　酒と家普のわ神
と繰なてわ酒病うア会と族及発れ衛
おりかいばすは疾ル等もかを生て生
り返な奄生る相病中の咲ら図予いセ
ですか　涯こ当L患紹　のり防るン

い参世②があ費会当者で
て加帯ア断るのの該（は
もす貝ル酒蚕みい者以’
支るが中会　がわに下ア

しびるにる患てす世　そ
た食宿同場者いる帯との
も事泊伴合のた場員い既

よななのいる族たす　組の神のの途をがれ者会変酒う　注防やがるよでも

繧錦韮嬬麺紗勤齢蝿潤楽籍参鱗毬概説諮
酒　迄のの及ん1鹸　とツセは鰻のたる現加労麹果いた幽な注の後
害家に酒か嘆で　璽家がフンも㌧た社ら交状しをにが断るめに　役意なの
に族鑑害を　い酒父族要がタちうも会な　でた要至期酒と断おそ割をい生
苦がみ対実まる害通の請一1論目の資い現はとする待会こ酒いのを喚安き
し断て策際ず場者費みさ体・で的で源の段二しるまでにろ会てた果趙定方
蛮難旅欝謡1鍛綴雑離懲？鰹麗篇響賦甘脇
蕎縦鵯融讐綬騨2鋸高播認鱒昴鱒講離鶴
努加置的る酒と≧きのこ根福更めル用のに％を　者ぎこ　指中衛るのをフ
カすでなこ会い家る例と気祉ににコし改有崔達更をつと　導患生と誘継こ
しうあ第ととわ庭こ会と強事病楼1易正効度成導含てで　に者セ言惑続と
て〕奪力1はれでとになく務堕　ルくはなとで　めもこ　ものンうにでに
いと　歩　どてはと参免取所　家かすこ手雪き断て　の　力再タこ曜ぎよ
るにすにそうい家し加　り等精族らるれ段わる酒大断よ　を発1とえるつ

③人施分　面参
主の機検脇は加
2台　断　関　言寸　議　厚　費

医酒にしに生用
　へおた当省を
嘱　け．上たに支
託のる行つ脇給
医意当うて議し

講該よ1キすよ　期を意こ程し決う研福しをカ1の　て活こ族け酒でに殺者他
　1冒1セ　るうな待固兇の度て意な修祉て超　参次い用ろのでに確対　をの
断イr・に次こと陵でく交よ断効が研を関アえ断加咲蒐でもみあ導かす断抱例
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え継度’機ら福るめててがて求と治の
ず続の被械え祉。る適”フ等い療実
配す ・保的るの　こ切そ更オがうを施
慮るつ護にべ接　となのにロ適こ指に
し一の者医き点　もケ者医1正と定当

つ医
い療
て扶
　助
　の
　適
　正
　運
　営
　の
　推
　進
　に

簾二竪飾覇糞醤駄蕪雛

雇い等　えを扶菟いや祉営と営い運し

嵩ての課鰍課繍麓諺菲鋒
毒震麓澹繍醸禾鰐飛珠i覆　養　で藷討度お会年をあ方難2…

除　 給　 力てい　る方セを厚観’絶野　も鴇

薩

療

扶

麟

の

運

営

の　　　　　　　321て五　　つで法三長Qでに度　をにはす変負てく支被　 2下二康ば　　　あ干低1いそと十通　あすとこ改つ三る適担は被
給扶額　r号保生高生市免円所　てのの号知本るべ磁の正い万こ用を’用
鎌蝶鑛難襲麟認講難論缶力磯驚篇牡篇懸
けの万護該定施護養護民　ると得すいに額和月今が護にと一円しるす五険
る療九者当さ行を費法税　被し者るをつ療五一般い制伴こ万”自る十を
の養千で者れ規必のに非　保ての。示い養十1三1’く度つろ五低一己た六い
はに円あLて則要支規課　険自範　して費六社保つとてで千所般負め年兎
被係につとい第と給定税　者已囲　たL支年保険かの　あ円得の担高三
保うなている五し制す（　は負　　のの給三第部生間高ると者被限額月以
険尿るもうと十な度る免　 ’担　　で一制月三局じで額。すで保度療か下
者族ケ自）こ五くを被除　次限　　　部度十十とて取療　るあ険額養ら同

爆権躯雛華縁麟離灘謄嚢譲套講靴
で養　限　 ’の（な　　　る一　　要知保保護がこ明給　省険い階制者お
あ費　度　以第健ら　　　者万　　に）護第課整ろ確制　令者てに度のい

険費る　と支人な払きてし対療万一一額る保種　　　る度活と受るのずいる
者用場こし払支るう保はてす報五般がレ併類2　3者額保考けP適れてた
かの合のて基払場こ険三いる酬千にいセ用あで方　のが護えてこ用にもめ
ら調によ処金額合と者万る請支円はずプ患る述法2両一のらいのをもそ’
の整おう理はががとが九9求払と被れト者にべ　の者万社れるよ受該のた
申碇けにす三一あな一干こは恭君保のかでもた　ケが五保る場うけ当被と
出　る保る万万るる万円の一金え護額ら健かよ　i存干併。合なるし保え
に当保険こ九五こた五をた率にら者では康かう　ス在円用従等ケこな険被
基面険者と千千とめ干超めにおれのあそ保わに　にしの者つに［とい者扶
づ支者がと円円と’円え’一いる自るの険ら自　つて者のて例スは場か養
き払と過なにをな保をる2万ての己か者等ず己　いいと中’外はで合1者
操基福払つ該超有険超部の五はで負判のの’負　てる三に実的’きはのが
誤金鮎いて当え　煮え分ケ千福　撞明自被生担　のこ万は態に遠な’ID保

に保のい　の’本に支べいとに診一’度係社二　の。な限生のをあ円いて
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た認確棋ずツのは否御ミすいラ乏よ箋い福る金すをと申　れ訳れ祉調よ
憶のにと　れク要確かに　なると払う讃よ祉こにる受こ出まて書る事整り
　方しさ念塗し件実の係社蔓必さ基ながを箏とおこけろる兵いのこ務が調
　法てれのにて（を点る保　要れ金形あに務かいとての場　蒐過と所行整

よを髪旨こ果びむ’がでら

窪繭磯賑簾蝶行す認しが得に点者をとを
うるして判者つにに受こ求
こ観た回明のい併回けろめ
と点こ答し要てわ答てのて
とかとすた件もせすい被く
さらをる場のチてるる扶る
れ確明こ合い工他際か養の

はトたた該　1期で被併保がてとでつさ所曳てとい被合保
又聚いめ当そのすあ保用険あいし調たれ側　こなる扶は険
潔筋蓄綴ゑ露騨蒐餐鶴麓厘翁ぞ麓邦

纏器罐蕪環翻憲
このも菟う調し務。をる保蒸
の調の　支整たがこし被併金
点整に従払のも相れた保用に
ににつつ基申の銅眞険墨対
蕊碁離雛支毬輪
留じ楼こ強出いで払依保あ黙
意難　のいなて澄）塾頼護るを

誤とにわす
調な対れる
整つしたこ
額て請場と
欄お求合と
にり過はさ
卍’誤’れ
さ調通支た
れ整ウ、ri払　o

る額票基こ
こはが金れ
と註青送かに
と求付らよ
さ内さ隔り

をなお’当
交つい福者
付たて祉の
す場2事認れ合号務定
ばは該所は
保’当で保
険そ者保険
者ので護者
は旨あのが
そをる決行
れ記こ定う
に載と実も
基しが施の

た明ので　のに免生保よう一蚕低に例　囲支税
通ら過あ2でつ　活険う制万　態とえこの払さす
矢に1塗程る号あい従を給な度五保活酬ギの世鶴れな
書ににが該有てつ維付駐の千護をた　よ帯かてわ

　　　　　　　　　　　　　　　　収　最　ば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　低　次こ　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生　のの（保額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ舌　よ要2護療｛馬
はて持で帯す円を維場本うで一い曳　入　費　う件号を養戸

も帯あ低しのいがる最例　　範人課　　　　　　れ　者活高

ため務ししに　 場険う福た康
もら所てても被合考な祉場保
のれがおい影扶及が事事合険
でた保くる響養び被例務等等
あ際険こ福し者こ保は所のの
乾速者と祉てのれ護少へ被被
　やかと乎・く療ら者なの挟保
　から』務る養の又い連養険
　に3　所のに者はと絡者者
　対に連にで係で2FI　をに
奪轡霧鱒鷺霧懸

　きて受そ扶己な当れ　 しを
　るのけの養負つ者る　て適

よ確焦旨者担たと斐　　　　要対万咲た誌高保号保たで　てづ
う認福をを腿場な　こ　　5がし五　い者額護該一隻場2具いき
にを祉連保度合つ被のい用　 あて干こ。又療廃当を合号体る2
し求事絡護額蔓た保よるし健蒐匪円れなは養止者受は該的9号

器鵠喋欝製露ほ
弄る書こ護当通当い護で、
続こ類の者L知する申あ保
をとで1饗にと轡る省請る護士采　　を　　自　　　　交　1廻　に　　よ　　が　去口　こ　　申

る説己当付載、う収下と言肖
よ明負該すしそに入通が時
う』担者るたれな増知明等
教　限にこ共ぞつ等・彗ら・）

誰勤縮1提1

該

者
と
し

て

定
す

と
と
し

　全国の福祉事務所の名称，所在地，電話番号，最新の管内人口および業務推進上参考となる指標などを収録。
　あらたに付録として，身体障害者更生相談所・婦人相談所・児童相談所・精神薄弱者更生相談所も収録しました。

⑳最新版　　　　　　　　　　　　　　　厚生省社会局庶務課　監修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購

　　　　　　　　　　　　　　B5判・128頁・定価800円・〒250円

全国社会福祉協議会・出版部素轟羅翫鞭鷺鰻謙轟鯉、勲観～
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護にの
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。円当る眼につ以とな　ケ給すま助とら真あ
　滑たの点対い下し運③1要るえをとのにる
　なつでにすて’て鴬不ス性指’図も者生9
　指て　つる述主効管正のに導昭る1モに活零
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　で関はは指。項な推防にるに十が別し窮方
　き係省’導　の実進止即事当七あのてす’
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はの訪
計設問
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異は確
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れか
て　q
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イ
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ト
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次
の
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とる実十礎査
し箏情分的を
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設把かな毒Fし
定握んい項て
しのが琳にみ
た徹み例かて
も底、カ｛カ・も
のを保依る残
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い収きの実帯
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策

の
活
用

eとた巣　をのデのの　　モ　　　　エ　ウ　イ　アニ　おも　従占指イはみ被　　 よト1カニ労　に　内書　示て　　て題間力1

職
業
安
定
所
そ

着をケ
眼主1、点眼ス
の事の
ポ項実
イと情
ンしに
トて即
は設し
次定た
のし指

必も人護な進ス握医の病的にに金適明把
要つ’のか
とた障目に
すケ害的は
る1者が’ケス等達単
1や種成に
ス’々で経
が何のき済
大らハる給
半　か　ン　　も　ず寸

のさ協病が確属抱等切書握
実れ糞状原にす握稼に等に
情て　の因把るさ働行のつ
にい主把と握者れ収わ提い
即る治握なさにて入れ出て
匙カニ駐諮聾鰻翻
指　 等セるいの。収かそ申
導　 にプケる就　入。の告

の状性
活況の
用は確
に、認
つ的
い確
てに
指把
導握
　さ
指れ

訪が帯
間続の
結く状
果場況
の合変
記の化
録対に
は応応
な等じ
さにた
れ間訪

㌦叩の措口し、行又針保
保活組連置不塑の”護暴
難魏籠鰭鞍鞭
定適な ら適が置指収法要係
実正運れ切発状導入等件者
施な営て究見況及のの等等
が運管い　さはび申検の関
個用理　るまれ適指告討，感連
々をのかたた切導’状検ケ
の図推　　’場力よ指届況及1
担る進　関合示出はびス
誉た　鱗罐蕩処鋳
のめ　　　関け　わ務か遇す
判に　　　とる　な履り方る

9る　るのき項にし等。着
眼

、点

の
ポ

イ

ン

　ト
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次
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と

お

り

で
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　　　　　　　三　　　　1⇒
’対続に’たに一　’切要人
策さ掲不こよ昨不ヵ1す、就
雛艘纏棄正　叢裳
進事と給か活一受　 思障可
を項このん保部給　わ害能

駐謹騰纏蕪暑こてあ対桑不い対　 者

と設る策　正て策　に特母
と定力1の昭受の対に子
継今翻鱗推　隷幕
も更年を十件団進　 借・
の1モ度主六が関　　置援独
で　 も眼年発係　　　は助居
あそ引事度生者　　　適を老

かの行の
。援わ他
助れ関
にて係
つい機
いる開
てかと
十’の
分又組
指’織
導扶的
さ養な
れ義連
て難
いか十
るら分

口

保
護
の

適
格
性
の

確
認

6　一　第
　事’導一
計実保監
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なの受　事
訪徹給　務
問底嬰　所
活　件　に
動　に　対
の　か　す
確　か　る
保　る　指

（⇒（→酉羨四日に）1ω倶に）（→一；（訟四〔ヨ）P（→モ（⇒

把的　 にいれ　　て　 対　る
握稼確病稼年行申る収て収収稼資い資資訪応不訪か世訪訪訪
さ兜に状働傘わ告か入い入入働産る産産間措在間　帯問問問
れ能把は能　れ内
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労
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　保導体適遇こ導ス
新の員制切困とは審
任状及のな難の適査
現爆び確指な確切及
業　現保導ケ認かび

燦格　日　　　イ　アロ　ィ　ア9免
　者査　訪夷示貢　切　　 と　適の
暫の察実問　し　ケカ；訪査し処切内福計
咲確指施等処た指1　問察て遇究容祉画

貝ま晃業　が1を。現
等業員　なスし現業
に員の　さにて業員　の
対に充　れ対い員に　進

は研適　　 行」ま指助　 適

計指の困
画導組難
の機織ケ
設能的1
定の取ス
と充組に
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況る
は福
適祉
切事
か務
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び務な
そ所運
れの営
に運管
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況計
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の
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イ

ン

ト

は

次
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と

お

り

で

あ

蒐る実い要要あ　務織要祉断
　こを福イ牛員るま所的で事の
　と図祉で数現夜がなあ務み
　をり事あの業　少運る所に
　主・務る確員福な用がのよ
　眼細所庚保と祉くが’組つ
　事織も　と査事な必監織て
項的みこ適察務いず査と行
とならの格指所。し等しわ
し週iれ要者導0）　 もをてれ．
て営る件の貝現　十通行る
掲管のを配に業　分しわの
げ遜で満置つ活　でてれで
たの、たがい動　なみるは
も推要し不ての　いるこな
の進員て可は中　福ととく
でをのい欠’枢　祉’が
あ図充なの必で　纂絹必福

萎呈す務運るがそ　 三

等る所鴬ケあの盤
に必等管1緊問査重つ要に理ス　題賎点
いが対上が特のてあしに多に解福的
もるて岡い処決祉な
十のは題福遇を事監
分で’点祉上指務査
配　重が事複同所の

讐騨徽解
この監れ実な施、点
蒐編査る施問すに
　成を福体題る応
　　爽祉制の必じ
　日施事、あ要て

こき1而施務　　 二二

とるに水所監
　よ＋準の査の福

藤灘難
　点し度向に　務
　の’の’当　 所

事効監地た
前果査域つ
把的結のて
握な果実は
の監等情、
徹査に’管
底がつ保下
を実い護福
図施ての祉
るで禦実累

の
問
題
点

の
事
前
把
握

乾が実全主　一留　陶適
　あ施福眼福　意次指切

　追と共着の項項監の
　加k通眼指及に査実
　し　の点導びつの施
　てこ斑で監着い爽上
　差の項不査眼て施の

　い事尊楼蔓い特
　こ項に　　　　　に

e鴎

計組
闘織
的的
なな
運運

理理
のの
推推
進進

不
正

給
防
止
対
策
の

推
進

た’
指個
導別
’ケ

援1
助ス
のの
推実
進情
　に
　即
　し

　1）（り（→モに）（→r
’と　さ　る
処ら皐れ車か事第運保運
遇れ業て業
困てlllい計
難い匠II1る面1

ケるのかに
rか進ス

に

対
す

る

組
織
的

取
組
の

状
況

捗
状
況
が

期
的
に

確

さ

れ

必
要
な

措

が

め

る

事
業
の

遂
行
に

必

要
な

実
施
方
法
が
明
孫’

に

言「計．h動方
画画の向針
はの問のの

響難羅
方状に及状
虚1況即び況
に

即
し

た

実
行
可

な
も

の

と

な

て

い

し当
たI 亥

対地
応域
策の

映痩
さ旗
れ映
てさ
いれ
るて
かい
　る
　か

六五四三二一

関不指資処暴
係正連嘆遇力
機受　　方団
r周糸合才旨期又金卜『調

との示入及係
の事にのび者
連実従申指等
窪がわ貨導関
状発な　方連
況兄い屈法ケ
　さ場出等1
　れ合等のス
　たの義検の
　場措務討点
　合概履状検
　の状行況状

搭況の　況
置
状
況

遵
守
の

指
導

状
況

　（三）口e姦四日口8モ（∋ωeて
わ　　　　得　　　 て　織　極
れ長重独独子る世離世母い親的他的稼就
て期度居居供た帯別帯子る’連法に働労
い入障老老のめのしの世か兄携’行能援
る院害人人養の自た自帯
か患者に・育指立夫立に
　渚に対重に導更に更対
　の対す度つは生対生す
議鱒穿輪編嘉

　及指導者配行る扶は導
　び連’等慮わセ養明、
　退　援にされえ義確援
　院援助対れてで務に助
　後助はすてい　調さの
　のは適るいる扶査れ状
　指適切指るか養等て況

聾盟に導か
　に行・
援行わ援
助われ助
はれての
適てい状
切いる況
にるか
行か

義はい
務行る
者わか
かれ
らて
のい
援る
助か
を

弟は他わ力助
等十施れの等
扶分策て活に
養行のい用よ
義わ活る等る
務れ用か自自
者て’
かい職
らる業
のか安

定
所
そ
の

他
関
係
機
関
と

の

組

立立
を助
助長
長の
す推
る進
たの
め状
の況
指
導

援
助
は

積
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認又別検ケのめ　　は　　　ま旨　　討　　1　㌧、

ら巽導す冬る
れ護等る　ケ
るの　　　こ母1
福動の　と子ス
祉向 実　。ケ（
事等施　　1新
務か　　　 ス規

ら　　七　　 口　9調目　 六徹も及獲導に年喚賎　　 五

み一　　を〈　 1　査途ケ　　底にび　し闇度　　暴

題果　　点満のこ者け実　 ケ乾継状であど間背受等の係
塑　特に〉者と等多施全1　続況当るう内に給関徹者

関くすケ　ス
連実る1　の
ケ施こス選
嬬鍛寡
はこしね　爵
　と　’一
全。実割
ケ　 地を

指を該曙か桟対の連底等
漫十ケ　 を　 し防ケ　　関

適毅総罫易夢
慕撃窪婁茗釜賠期に　1
措る握およ給五すつ　　ス
置と状いう要 トるい　　に
のと況て指件六たて　 対

菟少　　四
　な一

窪難
　毎は施祉
　年・　事
　一管　 務

　回下　　所
は福　　に
必祉　 対
ず聖　 す
実務　 る

施所　
＿　にす対　 般

るし　　監
こて　　査

蒐正防のた査行資糞　九う層と指の問　八め桜所　な止一交万以つ料及指　　配等も導指題指　　・）極に

　めのをの意五でにが実査　とを実所すわ関療化・・
　る意図諸畢十あつ実施関サ図施数るれの機す保特
　よを緊点項七免い施計係　　りにの必て不関　る護別

う用　を等年
切い特ふに度
望’にまつの
す彙rえい生
る活不’て活
次保正指述保
第護受導べ謹
での給監ての
あ適の査さ監

てす画　の
咳る’厚
　監監生
轄嘉省
の事果提
改前の出
正提報資
を出告料

円　　当　土曽　要　』、　正　　1二　　　こ　　0）　監

滑た麹がゑ請対菟適査一

蝦融麟す　鋸　　　　　　　る弊爆♀蒙建個　蓼霧
き関す’ら会別　 図導
る係る個’的指　 る等
よ音匡と男Uそな 導　　ノこを

　　第切医個二
な療別
処扶指詣
遇助導定
の受
確給
保者
　に
　対
　す
　る
　適

医
療
機
関
に

対
す
る

口

実
施
体
制
の

確
保

1⇒

査
察
指
沸

機

の

充
実

㈲　の　四爾口←〕二
　れ　る　　　　　か
入て長か診診医保医
院い期
、患る入

者か院
日

長

期
外
来
患
者
に

対
す
る

療
養
指
導
は

適
切
に

行
わ

療療唖護療
内録　の扶
容の看実助
か記護施受
ら載婦機給
み及等関者
工び医とに
医保療の対
療存従協す
要は事力る
否適者関適
意切は係切
児に看窪はな
書行保円処
はわさ滑遇
適れれに確
切てて行保
にいいわの
記るるれ状
載かかて況
さ　　　い
れ　　 る

て　　 か

口〔⇒　6一

　分精診理生医
神療解活療
衛報さ保扶
生酬れ護助

曝蕊麟
結はるのす
核適か主る
予切
防に
法行
等わ
他れ
法て
はい
適る
切か
に

活
用
さ

れ

て

い

る

旨理
及解
びの
医状
療況
扶
助
に

関
す
る

事
務
取
扱
が
十

哩口日晃モ「圓（ミ1
　　　　　さ　れ　か
特ケ新現査査れ地て同
殊1任業察察て区い行
勤ス現員指指い担る言方
手研業等導導る当か問
当究貝に員員か替
の会等対”
支等にす現現
給職対る業業
状場す研員員
況内る修のの
　研研の適’充
　修修実格足
　は　は1麗者1犬
　適適状の況
　切切況確

にに
行行
わわ
れれ
てて
いい
るる
かか

保
状
況

Il寺

に
お’

け

る

ケ1
ス

指
導
に

つ
い

て

適
切
に

配
慮

行
フ

処
遇
困
難
ケ
1
ス

の

⇔oモロ日一；（二旧
　に
現行ケケ訪訪訪関福
業わll間鯉問係祉
輿れスス童計計機箏
にてσ）締画画［由1関務
遊い肉査フ）グ）σ）と所
翌る容及進樹設の全
　か審び行立定連体
指
示
し

た

嘉
∫貝

の

措
置
結

蝶　果　助
　　を　言
は　確
適

切　 し

に　 て

行　い
わ　 る

査且々律鮮にと払霧と

及翼理つそはし
び　はいの十て
現粥適て進分の
業導切適行ちと1俣
劣t瓠譲に句，鴬・ら糸且

にの行に理れ方
対状わ指のて法
す況れ導状いは
る　てさ況る確
　いれ　か立
　　るて　　　さ
　かい　　 れ

指　　る　　て
導　　か　　い
は　　　　　　る
適　　　　　 か

切
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化えさにな令
してれきい及社
て　てめこび会
き入い細と関福
て所るかは係祉
お者。なも通施
緊等近配ち知設
　の年慮ろ等等
こ二、がんをの
う1方直な、ヨ萱運
しズ設さ特守嘗
たものれにしに
二多整る入な当
『様備こ所けつ
ズ化拡と者れて
に、充がのばは
即複に要処な’
応　雑　力口　請　遇　ら　1去

②①がと　図し
夜颪”しつた
問接麺全かて施
に処設体しい設
お遇数的なく機
け職がにが必能
る員増はら要の
おが加改’が拡
む充し善最あ充
つ足てが近るや
交さい図の。処
換れるら監　遇
等てこれ査　の
のいとっ結　向
介なもっ果　上
護いあ　を　を
需もりあみ　常
要の’るる　に

社
会
福
祉
施
設
の

入
所
措
置
関
係

　て指のな留導入”破
陵意監所和ii

　す査措五1、
老べ実置十il
会鍔牌ii
療項針福度li
支に及祉に，1

鄭慧縫
毯羅懇1
騨慧謡i
欝謹羅ii
監　つる設iン

　　　　　…／

盤籍奮il
堕欝辮i／
・蒐指’等てi／

　導各を1ミil
　を都考　i／
　行道慮新5
　う府しし1）
　こ県ていil
　との　老i）　と実実人≡！
　さ情施保il
　れに方健il
　て応針制il
　いじ等度i）
　るてはへil
　た適特の塩．．．＿．

指

導

監

　　　社

　　　会

　　　福

　　　に
方
　　　係
針
　　　る

　111　第 努関て務指　眼ると導状
の　　 一め係いの定な点こも蟹況昭。
状娩等　 るにる適都陵壼と榎督を和

蝶雛簿灘難鍍難
　の正事あ置情が情にと次運整・年
　要化務　るい勢あをあこの営備都度
　否の所　りたにら考たろとの強道に

士j推に足進お
に　 け
も

　　ると

づ　収
く　容
措　 措

置　 置

効かた慮つでお適化府お
果んめしてあり正に県い
的がてつはる主化十・て
なみ強つ、。眼の分指は
ヨ旨、くも都　 ミ肖推酉己定、

導特求’道　項進慮都こ
監にめ経府　及にす市れ
査経ら理県　び努るのら
に理れ事・　着めと指の

ると施としぐ方芭

憂る、聞批そ一
慮国こ等判の部
さ民のにを運の
れのこお招賞社
る信といくの会
と頼はて不あ福
こを’報詳り祉
・難騨軟
でも楓れ発を立
あと祉た生めの

　　　　　　未施のいで断のに
な設こ’つ設まだ設　はあの’対
緊全ろしてに農に運⑤そる実③応
　体でば　お　見當会のも施入し
非にあし社い最らの計内の’所た
嘗対るば会て浜れ基経容　給者勤
にすが新的　　蒐礎理が④食の務

的事実給時処体
要務態与闇遇制
項がと規の（の
に不遊程設入確
つ適離等定浴立
い切しが等回が
てなて未）黎不
のも　整が　十指のい備不健分
摘等るあ＋康な
が　 もる分’診も

（11一　 第璽れを処り計額並層老つ必適か的にがげこ適監設入費て　　1ω
　　　二点が求理等検がび区人い要切つ確もあたと正査入所の’福額
施施推　　を事めが極査正に分ホてがなまにと菟二はにに所者支要祉・費

難鞭鞭嬬鵯聴凱鱈難毅す督雅欝罫離熱の営　 瓜　指理る切単検把る定の特　選施さ措なをまれつにそ費者所義収樋　福導の封種純査握扶に被別ま定設鱒わ着でるて関の濁の1擾の
設理　祉す適例たなにさ養当措養共がの　にち眼もよはす出の把　石階
運体

管の
理確
の立
掌
握
状
況

施
設
運
営

の
適
正
化
の

る正も峻ミおれ義た置護　行設そ関’点なう’る身徴撰措の層
必化少　スいる務緊者老費わ置のし施とい指こ業世爆　鴛把区
要にな国をて必者　に人用れ目者て設し曙導れ霧帯　措の握分
がつく庫含階要及被係ホ徴る的の蔓入て　すらをの滋置実状決
あいな補喰層がび借るi収よに二　所指特るの行訪置の施況定
菟てい助　区あそ置費ム関う適1要の導に必業つ間後決機　に
膿鋸鎚舗雛鞭倉舗薯葛藤肇理賠関芽
観掻器会叙罐毯塾騨鞍鴇騨免観翫妥
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いてさは　なにま計
ていれ’まい尊些画雄
指なて各た。重　は設寧
導けお職”か、の業すれり員こ　反つ実運計
るば、のの　映各現営爾
必なこ分票　さ部可活の
要られ担業　れ門能動設
がなが’計　 た担な0）定
あい職実画　も当具年及
るの員施を　の職体間び
。でに方推　で員的指実
　’周法進　なの内針施
　こ知等す　け意容で状
　の徹がる　れ見があ況
　点底明た二　ばがもる
　にさ確め　 な十り事
　つれ化に　ら分こ業

圖る等対てご　　　　　っの従のg　圖す握にて負おし嬰
にしいと施て資来運i語近　るセ施　う聚て守施
よてるに設い質に営度年施必　設施と　　施設
るはがr長るのも管化に設要施運設こ適多設畏
資”設の9格施現億資
取設に及格
得長存び要
を資在運件
指格す営に
導認るのつ
す定無基い
る講資準て
必習格一楼
要雛票各
が受長さ施
あ講にれ．設

司ま埋、お長が設営長ろ正額運は
ヒしの処けのあ運全ががなな営’
　て伍遇る資る営般こ極施公各入
適加に技社格
格重あ術会保
性さたの緬有
のれる陵祉の
確て施雑施状
保き設化設況力粛　て　 長二　’響　0）

重おのか処
要り職ら遇
と’貴施水
なそは設準

oのに0）め設費般所
向わ職て運のに者
ヒた責大営執わ処
にるをきは行た逼i
努実』トい、をるの
め態分qこゆ最確
るを息し0）だ亜饗
考駐た獣径職
指に’が長れ者員
導ヨ巴常つ1二てと‘融F

めが担たズ　㈲の観員ら支にめ表もわ札がし　指がみなは出的働準　　U）
に常いめに雄　適点待れ給定’及のつる’てま導実るい’るに条法就状
はに手に即設職正か遇る率め規びでてべこ別たが態と例就こ定件第業況就
　図で使応の員狙灸のの以の程初あ始さのに’必に’は業と峻’八規
各らあ　し運研に　公で上なと任菟め給規定給要そ一な規が　賃十則
種れる施た営修つ規正　のい実給　て与程め与でぐ部い則義所金九は
職な寮設入管等い程些こ支手態格し実表はら規あわにとの務轄の条’
員け母長所理のての　れ給当が付か質及本れ程るなお思制づの支の民
にれ等を者の状指整人ら等の遊基し的び文るは。いいわ定け労払規間
つば各は処適況導備件施）支離準なな初のの’　施てれ’ら働’定施
いな種じ遇正
てら職めの化
研な員処向’
修いの遇上時
会q資の等代
にこ質直をの
参の向接図二
加た上のる1

すに費設し給（のが給任みが就
る併のにて’た未ら与給で一業
必竺適対い規ζ整’規格な般規
要　正しる程ん備こ程付～的則
蛎畜礎楚屡を琶諜実で璽
る運等　がめ規は給えが行あ部
’用の職見る程じ与る備さると

設勤る届れ基職に設
が務が出て準場よの
み時、がい監規り場
ら閲そなる督律’含
れ等のさ9署等職、
るの内れ今にを員労
の規容て日鵬具の働
で定をいでけ体労基

業
規
貝L

与
規
定
の

整
備
及
び

運
用

夕を　㈲導な個入と退不処　（11　二がさ備災　てっ意生設
食み生　のる々所し職足遇入　確　ある等訓しいいをにに多
時る活食徹のの者て等し職所指保直る体を練たるて払備おく災
聞ど時喜底で労処もにて員者導
が’間時を’鋤遇’よいカ1処具
早改の間図こ過の不るる　遇
す善う等るれ重低足一施国の寮
ぎのち生必ら等下が時設の担母
る方食活要職のを長的が示い’
（向事時が員問招期欠いす手看
十に時聞あの題きに員ま配と護
六あ間のる充を’わはな置も婦
時るの設“足起あたやお基いの
三三と設定　 にこるるむ見準う充
十は定の　つすいこをらにぺ足
分いの状　 い緒はとえれ比き状
前え状況　て果職はなるし直況）　　、　ギ兄　　　　　　才旨　と　員　　、　』、　り　て　1妾

接
処
遇
職
員

の
充
足
と

入
所
者
処
遇

の

⑥る趨

9制行等がとはうえいの脊
のいのつこ関必てて入事
整’実てろ係要のは所故
備常施’で方が平’者防
を時’動あ面あ素火の止
図’消災るかりか災人対
る不防計‘ロら、ら、命策
よ測設画　もこ防地をの
うの備の　注れ災震頂状
指事二の樹　意らに箸る況
導態定卒　が防は非社
すに期　　喚災細常会
る対点各　起対心災福
必応検種　 さ策の害祉
要で整防　れに注発施

　　教さ
り時な育せ
」晃お訓る
任’練讐
訓研をσ）
練修行方
をはう法
実’必に
施初要よ
す任がり
る者あ業
こ研る務
と修。遂
がに　到
望限　

L
　り　　必まず　要
れ’　な

ら観の　 こ遇r度も害ん
札点実しろの二身し者が夜況
るか態かで万直体く療み問
のらをしあ全変障は護、に
でみ、なるを貝Ij害r施特お
　るおが
勤とむら
務’つ’
体適交こ
制切換れ
のを等ら
整欠の施
備く入設
を施房の
通設者夜
じが処間
て認遇勤
夜めの務

9期二壷二設劉け
す交更交に養る
る替生替あ護入
よ制援制つ老所
うL護L可て人潜

た者てび制体に
　と処は重 ・一 璋か

（鱒正れ0）未勤と準に　 1511削し巧哉　 1よσ）と設方苞

　なる実満務’一つ入　設等員特な都が定設
夜実の施と体週にい所入定にのにい合望はが
凹方彰で回な制二規て者療をよ勤’
にに　数つ及回定楼の　指緊務夕
おつこがてび以さ　入健向　体食
けいれ基、、入＿ヒれr♀谷周薯し少i割時
るてら準る浴実て施回診たな（1潟
お指のを施設施い設数断指く特に
む導施下設備するの’及導とにっ
つす設ま’0）べが設健びがも遅い
交るにわ同不き’備康衛望十出て
換必対る様備入実及診焦ま七勤は

鞍撫灘羅騨雛頭
1絶の見診二母見σ纏状　の見担
状　適ら断回のる基等況　時直当

9のま　’一
みし通部
にく常に
よ’の認
りい社め
設や会ら
定し生れ
さく活る
オ1．もの　。

る従慣こ
べ騨習れ
さすにら

　Oる従の
の職う時
で員こ闘
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茗頁るそお訓一　　　　〔2）が査よ　 議つレ、1医

及かれけ及施認表お　あがりま決十てび施監
び突ぞるび設）のけ施る実会たさ分’に設箏予経
繰合れ繰同会
入すの入法計
時る会、ノ、と
期と計繰の他
等と間出f也会
にもにしの計
っに整の施（
い’合状設本
て繰性況会部
審入がに討会
査目保つ）評
確的たいと’
認’れての特
す繰ては間別
る人い’に余

突る設
食緯含
　人1｛1』

繰・と
入繰本
額出部
　し会
繰の計
入状等
時況会
期（話』
の貸根
審借互
査対間
確照に

111三る処所るてめ

。質計、れな審決運の算理
的監財る説議算営監決事
に査務よ明ににに査算務
行’諸うが必関係のにの
わ理表才旨力ロ要しる1犬関適
れ箏等導えなて当況す正
るのをすら資些初
よ業監るれ料　 予

う務査必たが法算
指執し要う準人及
導行うがえ備理び
す状るあでさ琳補
る況監る’れ会蕊
必の事。審’に予
要監に　議かお算

　　　　　　　㈲導間
遇者必’に入映　すの
にの要物は所状入る介
反意が心’者況所必護

　　　映見あ両入個
　　　さ、る1雁所々
　　　せ要りか者の
　　　る望あらの日
　　　よ等らの心常
るな　うをゆ施身俄
理執　指くる設や活
事行　導み機サ生を
会の　すあ会1活安
の確　 るげをビ態定
審保　 必、逓ス様さ
議　　 要こじににせ
又がれて努即るび　　あを入めした

音要需
のが要
二あに
1る応ズ。じ
の　 た

把　処
握　遇
と　 を

処　図
遇　る
へ　 よ

の　　り
反　指

国のにべ正で　　14）すあかに会費　ゆ指0）当す会場　題れ．出費と会号　必

難溢舗嫌伝齢鍔厩1賑寧傑鵠鰻騨茗爺繍鯵
信がてお行れ隔等票要で出も評て’貯るこ度と外”いる場設に童（’あ
贋見措久がて祉）’が’すの議認こ金必の肉がの運当かこ合会よ家56先至
　ら置　要い施の帳あこるに員めれ利要取に認会営該審とは計り庭年般
損れ費一請る設整簿るれこ限会らま息が扱限め計費法査等’か’両8施
う’の部さこ運備’。
お社不のれと営状証
そ会当社てか費況拠
れ福支会いらの
が祉出福る、ほ
F［』メ慮窺年祉がそと

て設の法’のん
編森雑嚇
てす事施もの公
工、る｛列設述適喫野

書
類

領
収
書

契

正認た催い設用
運グ）う経な会収
用らえ費か計入
にれでをつ0）の
つた”た支経　と力芭』1’r温、出王里

てこ設該人対状
指ろ会簗理象況
導で計設葬1二経

のと定のれで等あいりらへを人すの施ら施局月行
適がし開て施運免が認れ一施のる要設本設長25さ

適めて時設経必件の部等通日れ
正らい繰会営要’運会の知社た
にれる替1汁上が繰』営壽十整）施』、
行るが使かやあ入がに備等第わ
わも’用らむる時適繰にに一ゆ
れのこ（当をり期正入か示七る
るでれ貸該得　等にれかさ五一
よあは借施な　に行てるれ号七
うる、）設い　 1田わ支経た社五

る整管う導上 ・施設　　第
こ部課努監の、の指都二
と門がめ査基各万導道

　0）とし定に施必次定査
　r没な ’しつ設要に部実
　定る方酋て、、にが留市施
　に場設監て共あ意が上
　つ倉の査倭遜菟の行の
　と、に糧をす2う留　ごは導実影昌る　 ス．相二

　も’監施一施　　ム意
　配総督すし設　そ奮事
　慮脅のるた運　の祉項
　す「調所よ指営　実施

いじ明　るら少に　　⑥運取て　⑥がな出設る
る必し以必’なつ入状　用扱いこ　あるのの。
　要た上要適くい所況入にいるの剰る書状会画

なが’が王なて者
］郵’主あないはの
項面眼る管の、預
は1紐事 ’理でそり
適各項
宜事及
追項び
加の着
すほ眼
るか点
こ　’に
と実つ
と情い
しにて
て応説

又’の金
は特額及
処にがび
分饗多遺
に故額留
つ防に金
い止の齢
てのぽの
指観ろ取
導点例扱
すかもい

所つにの事余
者いかで項金
頂てか省にの
り指る略つ発
金導諸すい生
及す通るて原
びる知がは因
遺・必・に、、と
留要基最前使
金がづ近年途
品あきの度の
のる’剰に状
取U適余詳況
扱　正金述
い　 なのし

。類況計民
等を経の
の明理負
整らは託
備か常に
にににこ
つす公た
いる正え
て記をる
指録期た
導及しダ）
すぴ’に
る証収も
必拠入’
要と支施

と以ししに謡
　上て’よ画’9
　には特りを指　土曽　　、　に　】罫　f乍　導

　加監重前成監
　す査点にす査
　る班的対るに
　等貝な象と当
　所及監施もた
　要び査設につ
　の日がσ）’て
　配数必間前は
　意を要題回’
　を…な点監年
行磐嚢を翻

　う場に鐙果実
　こ合対握等施

卜四としは三三1胞れ．　　　　　　とはてしるご．
　　　するまも年も’監’
そ施眉．る施た二一’当査社
の設会こ設、年回社面は会
実監有冒とに力芭に、会、、宇爵
効査祉
をと法
あ法人
げ人経
る監営
よ査施
うを設
配併の
慮行指
す暦
る実監
こ施査

り対設一福福こ極祉
し運回祉祉札力施
て営爽事法が年設
は上施務人爽一及

　’璽す所経施回び
適大るに営困実福
宜なこつの難施祉
特間とい施なす事
別題’て設場る務
監が　はに合｝所
査認　少つに｝に
をめ　ないあと対

　　　くてつとす

と県も
　が　、な
　見そお
　らの’
　れ機既
　る能に
　のが当
　で十該
　そ分部
　のに門
　充発を
　実揮設
　強さ定
　化れし
　をて　　　て　図い
　るない
　こいて
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一第が闘　専関σ）　オ1＝は害実
　一定題』1置II暫に棊こ㌔、ま屋程施し
障　　め、点矛口的おオ瓢オしDに度しか

窪指鴬鷲泥馳禰1註度導たま七識取 閏 ll　て定導が
認監 とえ年が細題項　の及監ら

霧募邪鷺醗楼雛魏
適主で主おさ運あい　が害結生
正眼あ眼いれ掲緊ず　依年果省
化事菟響てるに　れ　然金か及
　項　項楼も当かも　と等らび
　　　及　 σ）たつ歩り　し受み捌～
　　　びこでつ’度　て給る道　着　 着れあて実運　少qlと府
　賢曙島舷麟騎r、講

阯　定障略務
年身に害での
金体当まき簡
一［翠たたる素
級害つは範化
受者て精囲箸
給手診神がに
の 陵断薄定よ
’郵・二謝弱グ）り

ソ乏級ににら、
の所よ係れ診
み持るるて断
にま審障㌧、丁罫

るf呆1奨1ノ）’穿目と経　〆く監

　さ係てにをし済手き査昭
　れ者あつ迎て的当禦方和
　　のるいえ”支項針五
　峯努りて’昭精給に及十
　ノ1き1力戯逐こ和神制つび七
　1ヒに務次の五的度い指年
　しよの改閥十負はて導度
　てり執哲’年担”監に
　き適行が手にに裡説査お
　て切状図当発対宅明にけ
　　な況ら支足応のすある
　る運にれ給しづー璽るた福
　と営つて額てる度」つ祉
　こ体いさの以福隊　て手
　ろ制てた引来祉害　留’レ［
　てトがもと1二1k措者　 意才旨

　あ確、二げ年背の　す導

鍍議継評逝麓捗ま綿嬰1警こ欝饗障に9
1早行度　・f寸』＿る適には医るたた認生場提に0）要ち9）　害っ診
害わの聴を’　じ正つ’師場つ’定活脅出よ障で障障肢程い断
隔丈認覚省專　 ない実を合て堕壼のに誉り害あ審害体度て書

認て施1賜がは腎
，建県機託多、σ）う況、たフ度。
を本関しい［無稚必の必卦こσ）
イ∫月＝に、とぜ鉾度要認司要握1と 認

うへおそこ的にが査にのが定
こ協い2ろ専つむ欝応み原に
と議て恵か門い黛をじで則当
がを士」見曳的て　実療賎でた
必行鴛を　判の　施養　　 つ

要うが求審断総　し・）認あて
と篭困戦査を合　た経定奪キ
考に難　に必判　 う過が
えよなあ当要定　え’墜Eな診

行状はれ行程る0）が不の
眞支自認
度給由定
’対かは
陛象ら’
度と精視
等な神覚
σ）りの’
程’障聴
度か害覚
のつま’
判’で言
断そ’語

に

よ

る

害
程
度
o）

適
正
な

7已

福
祉
手
当

支
給
事
務
関
係

金　摘失給て告　 が長は
’穿つが向乳権レ・年し1雄テ1亘、1寒 急

のい多月をる金かめ知昭害
受てくを取も等しらに和年
給は認誤得のの’れ基五金
状’めつし、愛最てづ十等
況手らてたあ給近いさ五と
0）当れ処とる者σ）る、年o）
は請る理さいに監9受十蓮
ま屋求一し0）は誤査
の時　て手、つ結
ほに　い当陣て果
かお　 るσ）害手か
　け　も受年当ら
夢る　 σ）給金をみ
当陣　等資等支て
の害　の格び）給、
受　年　　　　才旨　喪　受　　し．　隆ヒ

給二復
資月支
格の給
認劃防
定金1ヒ
の局に
適更つ
花生い
1ヒ課て

　二二　る簿る培売経れ．　う必・は　（⇒凶f困凶『てしょ
　　こ讐）さ過てこも彗’傷　潜難肖楼てつ
底障　とをこがしいやのに認病有をなに　いて
　虫　が整れなてなりで応定が期徴場よ当る手
畢銃験劉雛三騰穀倉備鵜1
金と・いてにの期
等考ト11＝ていも’認
受　え務はなかま定
給　ら手、㌔、かたσ）
事才し続獅もわは躯
実焼き塑のら再務
の　σ）謬がず超取
　　適定、，忍猶足扱

髪駿礎緋
の期者らの期行徹す名れ、手がわ

定後なの組む墨度が堕
0）のい取定　定σ）認害
期予も扱す新す判め程
間後のいるたる定ら度
ををのの必にかの才1．に
定予護忍状要祁i、基る該
め測定況が祉ま礎が1
て』ににあ霊たと㌧
、認　当つる＝1はなこる
定かた』・　認コ1瓢つ才しと
をつつて　 定定たに 認

行’て　　診が診つ定

くにで知にには　加おは
りつ、言哉、格、最し1ナ、な
　さ1昼二の年差各後てる前お
　配猫付金の実に差間記、
　、慰担与f削生施、し題乎主
　さ≧’［が度じ機障支点項眼
　れ者併のな関害えにの乎
　たにせ受いに程な応ほ項
　㌔、対て給よお度』、じか及
　こす必要うけのも”び　と　る　要　件　ま旨　る　認　o）　適　個　着

　を実とに導 雑定と宜々巨艮
　付務考かす害にさ監の点
　記研えかる程当れ糞実に
し虜纏と募譜儀つ

　て実る礎と，認つるを！廻』、
　お施の的も定て。追にて

乾』み　指究つモ随カー的に　 第口
　　やま導明い　時年’実当都二kO）資
　そ手夷す』て嶺特一指施た道　　　受格

鱗繍難羅髭舞灘憂
をら方
図え法
つらに
てれつ
いてい
くいて
必るも
要　最がか適
あをな
ろ反仕
こ省組．

Q的に楼を噸蝋’実監処年処
なと　実る　必次施査環月理
是ど単施こ全要の機実すをに
正まにすと実が諸関施る年些1
改ら珪1・ると施あ点に上必金た
善丈務こ』機菟に対の要証っ
方　処と
策そ理o
にの0）
つ原適
い因否
てをに

　 銅

必に
要つ
にい
応て
じ極

観留蠣てし1旨意ぞ，にそ
・導事　・よワ）
効監項　 り年
果査　　　確金
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